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とし又 N-arylglycinenitrile はラノリソと共ιよく担ねて試験仁供した. 翌日開花すると思われ







中，結実しないものは大部分が処理後 5~7 日仁落下したが， 重量が2g.に達しない発育不完
全の呆実も可成多数生じた.
試験は 1954 年 7 月より 9 月にわたって行われ供試物質は N-(3-chlorophenyl)glycine，~ N-
(2，4-dichlorophenyl)glycine可及びそのnitrile，O N-(2 ，4 ，5-trichlorophenyl)glycine，6 







処語草花数 落下数 果実数 結果準く%)数 卒均盟主意(g)
0.1 7 5 2 。 。
0_5 8 3 5 。 。
9 2 4 2 45.6 25.0 
2 9 7 110_9 77.7 
4 8 6 101.9 75.0 
第 2表 N-(2，4ー ヂクロルフ工ニル〉グリジンによる単為結果率く真黒茄，柱頭切断〉
発巣育不完全
政穫果実
濃度(%) 処理花数 落下数 結果車く%)実数 数 平均重量(g)
0.1 11 9 2 。 。
0.5 11 5 6 。 。
11 4 7 。 。
2 16 3 5 日 83.5 50.0 
4 11 2 5 4 87.0 36.3 
第 3表 N-(2，4-ヂクロルフ工ニル〉グリジンによる単為結果寧〈真黒茄， 柱頭切断せず〉
発宵不完全 政穫果実濃度(%) 処王監花数 落下数 果実数 結果率(%)数 卒均2広量くg)
0.1 10 3 6 1 62.0 10.0 
0.5 9 3 2 4 77.3 44.4 
10 2 3 5 61.3 50.0 
2 10 4 5 89.5 50.0 
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